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エコダイラ予算配分について

１．事業内容

（１）平成26年度予算編成において、CO₂排出量の削減見込効果の高い施設等の事業を優先的

に、歳出予算不用額の一部を充て予算の上乗せ配分を行う。なお、歳出予算不用額とは、

翌年度の繰越金となる市全体の不用額をいう。

   マニフェスト「不用額の翌年度使用」と環境施策としてCO₂削減をテーマとして取り組

んでいる「エコダイラオフィス事業」との連携を図った事業である。

（２）上乗せ配分を充当し実施対象とする事業は、環境施策事業とする。

例） ○省エネ室内照明器具への交換

○電気機器の買替え時、省エネタイプの機器にする。(エアコン,冷蔵庫,給湯器など)

○緑化の推進

２．事業の進め方

（１）評価基準

評価基準として、当該予算によって実施する事業から生じるCO₂の削減量を用いて行う。

（２）評価方法

CO₂削減量（総量）を予算額で割り算出した千円当りの削減量を比較して、上位となっ

た事業を優先的に査定する。

（３）上乗せ配分額

全体で500万円を基本とする。

（４）予算要求

当該予算を要望する各施設の主管課は、11月12日見積書提出期限までに、環境施策事

業の予算要求を行う。環境施策事業については、適宜、環境保全課と相談のうえ事業

選別を行う。

（５）決定

平成26年1月予算内示時に決定する。



別紙

課名 　○○課  

事業名 施設名 内容
金額
(千円)
(A)

(※)ｴﾈﾙｷ゙ｰ
削減量
(B)

CO₂
削減量

(C)=(B)×係数

千円当り
削減量
(D)=(C)/(A)

(財政課使用欄)

○○施設の管理運営事業 ○○センター
照明設備をHFタイプのものに変更
【160本】

1,300 9,000kwh 3,366 2.59

××施設の管理運営事業 ××センター
ガス給湯器を高効率タイプ（エコジョーズ）に変更
【１台】

1,000 600m3 1,368 1.37

△△施設の管理運営事業 △△センター
トイレ洗面器の自動水栓化
【10基】

600 1,100m3 715 1.19

エコダイラ予算見積書（記入例）

(※)「エネルギー削減量」については、業者見積の徴取に合わせて算出を依頼するほか、カタログ等による算出など、算出根拠をできる限り明確にしておいてください。

（参考）

※二酸化炭素排出係数一覧

（種類） （単位） （値）

電気 ｋｇ-CO₂/ｋWｈ ０．３７４

都市ガス ｋｇ-CO₂/m3 ２．２８

プロパンガス ｋｇ-CO₂/m3 ５．９７６
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